
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動の重点 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №４ 
北広島市交通安全運動推進委員会 

令和 5 年 11月 1日発行 

 

実施運動期間 11月 13日（月）～11 月 22日（水） 

〇こども・高齢者を始めとする歩行者の安全確保 
〇スリップ事故防止と全席シートベルト着用 
〇飲酒運転の根絶 

冬期間は、路上駐車をすると、除排雪の邪魔になる

ばかりでなく、消防車や救急車などの緊急車両が通る

ことができなくなり、消火活動や人命救助の支障とな

ります。 

さらに、長時間にわたり路上に駐車していると、駐

車違反や自動車の保管場所の確保等に関する法律違

反として検挙されることがあります。 

また、道路や歩道に自宅敷地内の雪を出す行為は、

交通障害（道路や歩道の幅を狭くさせる・路面を凸凹

にさせる・車両などの通行を妨害する）や交通事故の

原因となるため、道路交通法の道路における禁止行為

に該当します。 

路上駐車や道路への雪出しはやめましょう。 

【年間スローガン】 ストップ・ザ・交通事故～ めざせ 安全で安心な 北海道 ～ 

毎年市内の幼稚園・保育園・認定こども園などで実施している交通安全人形劇は、今年も９月

下旬から11月末まで、交通安全学童指導員と交通安全推進員によって実施しています。 

人形劇では、信号機の見方、横断歩道の渡り方などの交通ルールや道路への飛び出しの危険性

などを説明しています。また、人形劇の前には、全員で『ストップの歌』を歌ったり、シートベ

ルトの重要性などを説明し、交通安全について学んでいます。 

各家庭でも、正しい交通ルールについて家族で話し合うなど交通事故防止に努めましょう。 

幼稚園・保育園などで交通安全人形劇を実施中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恐怖心や驚愕によるスリップ事故に注意 

スリップによる正面衝突事故の要因として、対向車線を進行してくる車両（特に大型車）か

ら受ける心理的な圧迫から、間隔を取ろうとか減速しようとして、不用意なハンドル・ブレー
キ操作をすることにより車をスリップさせてしまい、制御ができないまま対向車線にはみ出
し正面衝突するケースがあります。 
冬道では、不用意なハンドル・ブレーキ操作はせず、スピードダウンに努めましょう。 

 

トラックだ。 
怖いなあ 

不用意な 
ハンドル操作 
ブレーキ操作 

スリップ発生 

大型車 

運転への影響 

お酒の怖さを自覚しよう！ 

▲令和４年中、道内におけるエゾシカが関係する 
交通事故は 4,480件発生 

▲９月から増加し、１０月だけで 1,041件発生 
▲発生時間帯は、１８時～２０時が最も多い 

 
△スピードダウン！ 

エゾシカは、体重 100 キロ前後あるので、衝突時の衝撃は大きくなり、ブレーキ 
操作が間に合わないこともあるので、スピードをしっかり落として走りましょう。 

△夜間はハイビームを使用！ 

  エゾシカとの事故は約８割が夜間に発生しています。ハイビームを使用すると、早
期にエゾシカを発見することができるため、他車に影響がないときはハイビーム
を使用しましょう。また、エゾシカは群れで行動するため、１頭が横断した場合で

も安心してはいけません。続いて出てくるエゾシカに注意しましょう。 
△急ハンドルはかえって危険！ 
  エゾシカが出てきた時に、慌てて急ハンドルを切ることは、路外逸脱事故や正面衝

突事故となる場合があります。第一にブレーキをかけて減速することが大事です。 

特
徴 

対
策 

◇ドライバーに対する罰則 
○酒酔い運転～５年以下の懲役または 

100万円以下の罰金 
○酒気帯び運転～３年以下の懲役または

50万円以下の罰金 
◇酒気帯び運転で死亡事故を起こし逃走し 
たら・・・ 

  違反点数合計 80点～運転免許取消し 
で、10年間免許を再取得できません 

罰 則 
○動作が大きくなり、雑になる 

 アクセル・ブレーキなどの操作が遅れる 

○体の平衡感覚が狂う（ふらつく） 

 走行車線をキープできない 

○集中力がにぶる、視野が狭くなる 

 信号や標識、歩行者などを見落とす 

○気が大きくなる（理性・自制心の低下） 

 飲酒運転でも事故を起こさないだろうと錯覚する 

 
 

動 物 の 飛 び 出 し に 注 意 ！ 


